
「がん教育」② 

～ 平成２８年度 がんの教育総合支援事業 ～ 



◎ 「がん教育」とは・・・ 

①がんについて正しく理解する 
 
②健康と命の大切さについて主体的に考える 



○ がんの経過と様々ながんの種類 



○ がん検診 

自覚症状がなくても、定期的にがん検診を受けましょう 



○ がんの治療法 



○ がんは「誰でもなる可能性がある」 

がんと共生する社会づくりが必要 



◎ 本時の学習は・・・ 

＜本時の目標＞ 
 

がんとどのように向き合うか、 
 

また、がん患者を支えることとは
なにかについて考える 
 



質問１ あなたが「がん」の治療方針を決めるとしたら？ 

その理由は？  



○ あなたが「がん」の治療方針を決めるとしたら？ 





○ 『働きながらがんを治す』を読む 

太線の中だけ読みましょう！ 



質問２ あなたやあなたの身近な人が「がん」に 
     なったら、どのような支援が必要だと 
     思いますか？（どうやって支えるか？） 

＊社会生活 

（学業や仕事、ボラン
ティアなど） 
 
＊家庭生活 

（家族や友人などと
の関わり方など） 
 



○ がん患者を支えるとは？（グループで協議） 

 ＊４（５）人グループを作ります。 

  『 司会 』『 記録 』の係を決めます。 
 

 ＊司会者の進行によって、「どのようにがん患者 

    を支えるのが良いか」話し合います。 
 ＊グループの意見を［発表用紙］に１５文字以内で 

        マジックで記入する。（１２分間） 

 



質問２ あなたやあなたの身近な人が「がん」に 
     なったら、どのような支援が必要だと 
     思いますか？（どうやって支えるか？） 

＊社会生活 

（学業や仕事、ボラン
ティアなど） 
 
＊家庭生活 

（家族や友人などと
の関わり方など） 
 
＊それ以外 



○ がんと共生する社会づくり 
 がん患者には、 
 

 身体的・精神的・社会的に大きな負担がかかる 

 ため、本人だけが向き合うのではなく、 

 家族や友人、同僚など、周囲の支援が不可欠 

 である。 

 

 ◎「社会全体で支えることが大切」 
 

 



○ まとめ 

○ がんと（向き合い）闘いながら、生きていくために必 
  要なことをまとめよう。 
 
○ また、これからの生活で心がけようと思うことは 
  ありますか？ 
 


